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簡便なる目的空氣濕度の造成法

山口定次郎　金澤勇
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比色式漏度略測法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山ロ定次郎　・金　澤　 勇

　大氣灘度の糊測には普通オーガスト乾漁計により漁球及乾球の示度の蓮を求め、關係漁度を

表してゐる場合が多い。之によればラムブレヒト氏或は他の毛髪漁度計、叉は自記漁度計に比

して、蓬かに債格低廉、且つ實用的に便利な爲に贋く使用されてゐる。然し之に於ても少くと

も二本の寒暖計と漁球用瓶と、更に、開係漁度表を要するものである。

　物理墨は勿論他の漁度に關して正密を要する實験、槻測等に於ては、正確なる漁度を得る爲に

その便格の如何を考慮するの飴地はないのであるが，我々一般養鑓家等にあつては如何にして

生産費を節減するかといふ事は常に大なる聞題となるのであつて、’ ?ﾟ寒暖「本と靴も、相當

の負搬となるものである。　　、　　　　　　　　　・

　著者等は吾人の日常庄活に於ても養鍛にあたつても、温1黒度の必要不可欠なるを感すると同

時に璽に、實用的に概略の漁慶（例へば5～コ0％位の霊の範團）を知らんとする程度の場合に

漁度計の簡易化をなさんと欲し、撚化コバルトの結昌永の無有、多少に因る攣色性（赤≒青）

を利用して之を紙片に塗り、簡軍なる漁度槻澱llに便するの利なるを知つた。捜化コバルトの攣

色性の利用は從來も行はれてゐるが、箪に室内叉はデシケーe一内の室氣が多漁なりや乾燥な


